


山田秀三の地名研究から 2010 小樽／せたな

地名は、地域の歴史と文化をさまざまなかたちで反映しています。その地域に暮
らす人々にとってはもっとも身近な存在の一つであり、その地域を訪れる人々にと
っては地域を知り、親しむ手引きにもなります。
北海道の地名の多くは、アイヌ語に由来しています。これらのアイヌ語地名につ

いて知ることは、地域の歴史、北海道の歴史を学ぶことを通して、アイヌの歴史と
文化を理解していくいとぐちとなります。
当研究センターが所蔵する「山田秀三文庫」は、アイヌ語地名研究の第一人者で

ある山田秀三氏（1899～1992）が遺した、アイヌ語地名に関する他に類を見ない貴
重な資料であり、各地の地名に関する資料が豊富に含まれています。
そこで、当研究センターでは、山田秀三文庫の資料をわかりやすく親しみやすい

かたちで紹介する企画展「アイヌ語地名を歩く─山田秀三の地名研究から─」を、
道内各地で、順次開催していくことにいたしました。
今年度は、この企画展を、小樽市とせたな町で開催します。

地名「歌棄」に関する調査記録より。
左：小樽・銭函付近の「歌棄」の調査記録。
（［YF0511］）／右：積丹町・転

ごろ
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の「歌棄」。
（［YP1406-001-32］）

「小樽内」に関する
調査記録より。
（［YF0512］）

小樽・「忍路鰊場の会」で挨
拶する山田秀三。（［YP1405-
074-06］）

小樽・若竹町付近の地名調査の
記録より。（［YF0511］）

小樽市総合博物館 運河館
〈小樽市色内2丁目〉
●開館時間　9：30～17：00
●会期中は無休です。
●博物館常設展の入場料が必要です。
一般300円、高校生・市内在住の70歳以上の方150円
中学生以下無料
※団体利用（20人以上）の方は2割引です ※身体障害者手
帳などお持ちの方、およびその介護者の方は無料です
【共通入場券】運河館と本館の両方に入館できます（2日
間有効）一般500円、高校生・市内在住の70歳以上の方
250円【年間パスポート】運河館と本館に何度でも入館
できます（1年間有効：この企画展終了後も有効です）
・一般1000円、高校生・市内在住の70歳以上の方500円

主催：北海道立アイヌ民族文化研究センター
Hokkaido Ainu Culture Research Center

展示では、山田氏が用いた地図、現地で撮影した写真、
それらをまとめた記録などを使って、山田氏の地名調査の
あとをたどっていきます。
それぞれの会場ごとに、開催地である小樽市・せたな町

それぞれに関連する資料を多く紹介します。
また、小樽市では、山田氏が関心を持ってその記録と保

存に取り組んだ、忍路
おしょろ

の鰊漁歌に関する資料を紹介するコ
ーナーを設けます。せたな町では、山田秀三文庫の中に残
されていた、太櫓川の古い絵図を展示するとともに、秋田
県にかほ市象潟

きさかた

に残されていた、せたな地方の資料を紹介
するコーナーなども設けます。
期間中には、それぞれの会場で、アイヌ語地名やアイヌ

の歴史に関連する講演会を開催するとともに、忍路鰊場の
会の皆様に鰊漁歌を実演していだく機会も設けました。
多くの皆様のご来場を心よりお待ち申ししております。

[山田秀三氏の略歴]

1899（明治32）年東京生まれ、東京帝

国大学法学部を経て農商務省、商工省

等に勤務、1945年退官。

1949年から北海道曹達株式会社の設

立時に請われて社長となる。のち会長、

相談役を歴任。

1941年に着任した仙台鉱山監督局長

時代に東北の地名に関心を持ち、戦後

は、自ら｢道楽｣と称して東北・北海道

のアイヌ語地名を調査した。

金田一京助氏の薫陶を受け、知里真

志保氏、久保寺逸彦氏と交友関係を持

ち、アイヌ語にも深い知見を有してい

た氏の研究は、既存の文献や地図を徹

底的に調べ、その上で現地を確認して

いくという実証的な研究方法を確立し、

アイヌ語地名研究の水準と蓄積を大き

く前進させた。

著書に『アイヌ語地名の研究　山田

秀三著作集』、『北海道の地名』などが

ある。

〒060-0003 札幌市中央区北3条西7丁目　緑苑ビル1F TEL 011-272-8801
◆ホームページ　http:/ainu-center.pref.hokkaido.jp

せたな町 情報センター
〈せたな町北檜山区北檜山〉
●開館時間　10：00～19：00
●休館日　9月13日（月）、21日（日）
●入場無料。
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